




























































開 催 日 時：2020 年 １月 22 日，18:00〜 19:00
開 催 場 所：100 号館第１会議室
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図１　集団的管理における個と集団の関係
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家の生産と生活にとって最小限必要な基盤、組織、機構、
あるいはこれらの最小のまとまりの地域的社会的単位であ
る集落の維持が困難になってくるのである。集落機能が著
しく低下した地域では、計画的な社会システムの再編を通
して集落機能を回復させることがありうる（福与2011）。集
団的管理による資源管理機能がこの社会システムの再編に
組み込まれる場合、農村コミュニティが集団的管理を支え
るための協力体制を構築することは重要である。このよう
な集団的管理の主体（集落営農法人）は農村コミュニティ
に立脚し、地域の水田資源の保全と農業生産基盤の確立な
どの社会的ミッションがより強く現れる。自治組織は協議
と合意形成の場として機能し、集団的管理に必要とされる
地区内の水田資源の集積、人的資源の確保、機械・施設の
蓄積への協力体制の構築に寄与する。これは、広島県東広
島市の中山間地域における学校区単位の事例の分析から得
られた成果である（呉・柏2020）。
５．考察
　水田資源の保全・利用における集団的管理の成立形態は
地域の特性によって多様性を呈する。集団的管理は集落人
口減少という背景の下に進行してきたが、任意組織から法
人経営体への転換、水田資源の保全管理という本来の使命
から、生活関連財等のより多くの社会的サービス提供など、
地域の多様なニーズに柔軟に対応していく方向を目指そう
としている。他方で、過疎地域における人口・戸数の減少
が続く中で、集団的管理を支えてきた中核的な担い手のリ
タイアによって集団的管理が維持できなくなることも予想
される。こうしたなかで、旧村レベルでの地域主体の形成
など圏域の広域化、あるいは集落再編を通した新たな社会
システムの再構築（複数の集落の連携、統合）などの試行
がみられるようになった。
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